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ごあいさつ 
 

 

国は、地域共生社会の実現を目指した制度施策を展開して 

おり、生活困窮者自立支援制度及び生活保護制度や介護保険 

制度の見直し、重層的支援体制整備事業の実施、孤独・孤立対 

策重点計画の改定等、社会福祉協議会を取り巻く制度動向が 

大きく変化すると共に、多様化・複合化する生活課題に対応するためには、社会

福祉協議会の総合力を活かした支援が求められています。 

大野城市では、団塊の世代が後期高齢者となる令和 7 年 4 月 1 日時点(推計)

では高齢化率は 22.7％と推計されています。注目すべき点は、後期高齢者が前

期高齢者を上回る人口の将来推計がされ超高齢社会を迎えようとしています。 

さらに、団塊ジュニア世代が 65 歳以上となる 2040 年度に向けて、地域包括ケ

アシステムの更なる深化・推進していかなければなりません。 

その為には、これまで社会福祉協議会が取り組んできた経験と実績を踏まえる

と共に、いろいろな課題を解決するには、社会福祉協議会や福祉関係団体、民生委

員・児童委員など地域の様々な人や機関・団体が協力・連携しながら人と人、人と

地域の繫がりを進めるためにも、包括的な支援体制を整える必要があります。 

又、超高齢社会を支える為には、次の世代を育てる仕組みづくりの一環として

小・中学校で福祉教育を進めて参ります。 

こども家庭庁が 2023 年 4 月 1 日に、「こどもまんなか社会」の実現を目的と

して発足しました。 「こどもまんなか社会」とは、「常にこどもの最善の利益を第一

に考え、こどもに関する取組・政策を我が国社会の真ん中に据える」ことを意味し

ます。 

最近、急速なデジタル化の普及により社会にあっては、IT(情報技術)、AI(人工

知能)が発達する中で人と人との関わり『向こう三軒両隣』は、IT、AI に負けない

ものです。 

私たちは、「助けること、助けられること」が苦手なのかもしれませんが、地域の

中で「助け上手、助けられ上手」が増えることが地域共生社会ではないでしょうか。 

社会福祉協議会が地域福祉の推進における中核的な役割・機能を更に発揮でき

るよう、各地域でどのような変化が起きているのか、地域の「これまで」と「これか

ら」について考え、社会福祉を取り巻く環境の動向と課題(情勢・政治動向等)を見

ながら、進めて参ります。 

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見を賜りました市民の皆様を始め、 

関係各位に心から感謝申し上げます。 

令和 6年 3月                

  
社会福祉法人大野城市社会福祉協議会 

会 長  楠 林  義 治 
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1. 社会福祉協議会とは 

社会福祉協議会(以下、「社協」という。)は、住民主体の原則を掲げるきわめ

て高い公共性を有する民間組織で、唯一、地域福祉の推進を図ることを目的とす

る団体として法律に定められ、社会福祉法(※)に基づき設置されています。 

地域住民及び福祉組織・関係者等幅広い公私の福祉関係者及び多分野との連

携・協働により地域生活課題の解決に取り組み、誰もが支え合いながら安心して

暮らし続けることができる「ともに生きる豊かな地域社会」づくりを推進するこ

とを使命としています。 

例えば、様々なテーマ型のボランティア活動、小地域ネットワーク活動など地

域での住民の主体的な活動を支援し、誰もが支え合いながら安心して生活でき

るまちづくりの取組につなげています。 

《全国社会福祉協議会市区町村社協経営指針第２次改定より一部引用》 

【地域福祉とは】 

地域福祉とは、それぞれの地域において人びとが安心して暮らし続けられるよ

う、地域住民や社会福祉関係者、民間団体、行政がお互いに協力して、地域で暮ら

すすべての人の福祉課題の解決に取り組む考え方です。 

 

 

※≪社会福祉法第１０９条を一部抜粋≫ 

（市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会） 

第１０９条 市町村社会福祉協議会は、一又は同一都道府県内の二以上の市町

村の区域内において次に掲げる事業を行うことにより地域福祉の推進を図るこ

とを目的とする団体であって、その区域内における社会福祉を目的とする事業

を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者が参加し、かつ、指定都市にあ

っては（中略）が、指定都市以外の市及び町村にあってはその区域内における社

会福祉事業又は更生保護事業を経営する者の過半数が参加するものとする。 

（１） 社会福祉を目的とする事業の企画及び実施 

（２） 社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助 

（３） 社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び

助成 

（４） 前３号に掲げる事業のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を

図るために必要な事業 

（第２項以下省略） 
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大野城市社協は、１９７２年(昭和４７年)１０月に社会福祉法人化し、２０２２

年（令和４年）に５０周年を迎えました。 

大野城市社協の理念は、 

『私たちのまち、大野城と市民（人）を愛する』 

これを基本に、下記の目標を掲げ、大野城市の地域福祉の推進に努めてまいり

ます。 

 

【目 標】 

地域は、福祉情報の宝庫であり、その中からニーズや課題を的確に把握し、地

域住民と共にその課題の解決に向けた取り組みを行い、住み慣れた地域で「安

心して安全に暮らし続けられるまちづくり」を目指します。 

 

２. 地域をめぐる現状 

 

今日の地域社会では、孤独・孤立化、隣近所との関係性の希薄化、高齢者、障

がい者や子どもへの虐待など様々な課題が顕在化しています。加えて、デジタル

化の急速な普及により、買い物等でのキャッシュレス化、多様な場面でのオンラ

インの活用など、人と人が直接対面する機会が少なくなり、若者を中心に地域に

は関係性の軸足を置かないが、ネット上にはあるという人たちが増えているこ

とを踏まえると、これからの地域福祉を支えていく住民同士のコミュニケーシ

ョンが何より大切になってくると思われます。 

大野城市は、人口１０万人以上の都市となり、今でも都市化による人口増加・

転入転出も増え続けていますが、大野城市が策定した第６次総合計画での資料

(※次ページの図表５、図表６参照)では、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年

（令和７年）には、すでに人口減少となり、６５歳以上は年々増加していくもの

の、特に生産年齢人口と言われる１５歳から６４歳までの人口が大きく減少し

ていくと予想されています。 

こうした地域の変化を踏まえて、また様々な地域課題の把握・分析を行い、地

域福祉計画を作成しました。 
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３. 計画策定の目的 

大野城市は、都市化が進む一方で新型コロナウイルス感染拡大の影響による離

職や収入減少による生活困窮、子どもの貧困や、社会的孤立・孤独の問題、ダブ

ルケア、複合的な課題を抱え、現行の制度だけでは課題解決が難しい世帯が増え

ています。 

また令和３年４月には重層的支援体制整備事業が創設され、地域の「複合的な

課題」を受け止める包括的な支援体制の整備が必要とされ、子どもの貧困につい

ては、令和５年４月に施行されたこども基本法で、子どもの権利の擁護が保障さ

れ、すべての子どもの命が守られ、もって生まれた能力を十分に伸ばして成長で

きるよう、医療、教育、生活への支援などの子ども施策を総合的に推進すること

が規定されました。 

社会的孤立状態から脱却するための施策を推進することを目的とする「孤独・

孤立対策推進法」が令和６年４月に施行されることは、これからの社協にも大き

な影響を与えるものとして対応が必要になってくると思われます。 

こうした現状を踏まえ、これらの課題解決のため、今回、この地域福祉活動計

画を策定しました。今回策定する地域福祉活動計画のテーマを 

 

『向こう三軒両隣～地域で互いに助け合う優しく楽しい地域社会づくり～』 

 

とし、複合的な地域課題の解決に向けて取り組んでまいります。 

 

 

 

  

③ ② 

お向かいの家 

① 

道 路 

お隣さん 

⑤ 私の家 

お隣さん 

④ 

向こう三軒両隣 

お向かいの家 お向かいの家 
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地
域
福
祉
活
動
計
画 

 

連携 

４. 地域福祉活動計画の位置づけ 

大野城市において地域福祉を推進していくにあたり、大野城市が策定する「地

域福祉計画」と社協が策定する「地域福祉活動計画」を一体化した『大野城市地

域福祉活動における市民活動推進計画』を、第１期(平成２７年度～２９年度)、

第２期(平成３０年度～令和２年度)、第３期(令和３年度～５年度)と、３期９年

にわたり進めてきました。令和６年度からは、市は地域共生社会実現に向けた市

独自の地域福祉計画を策定し、社協は市の地域福祉計画と連携し、地域共生社会

の実現に向けた、より総合的で実践的な目標の体系である地域福祉活動計画を

作成します。 

本活動計画は、社協が取り組んでいる事業だけでなく、日頃から地域活動を行

っている個人や団体、地域福祉に関わる団体などと、課題やニーズ等を可視化し、

市民ニーズに応えるために協働しながら、両計画の一体的な実施により、相乗効

果の高い、官民協働の多様な主体による裾野の広い地域福祉の展開を目指しま

す。 

大野城市総合計画 

地域福祉計画 

 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画 

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、
介
護
保
険
事
業
計
画 

障
が
い
福
祉
計
画
、
障
が
い
児
福
祉
計
画 

夢
と
み
ら
い
の
子
ど
も
プ
ラ
ン 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画 

健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画 

自
殺
対
策
計
画
、
地
域
公
共
交
通
計
画 

地
域
防
災
計
画
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想 

地域福祉活動計画は、日頃の福祉に関する住民の皆さんの困りごと

や地域福祉の現場で協働している個人・団体のニーズをとおして、社

会福祉協議会が地域福祉計画との整合性を図り作成します。 
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大野城市地域福祉計画の構成   

基本目標 施策展開 

基本目標１ 人をつくる 

～全世代に対する福祉教育の取組～ 

施策１ 子どもから大人まで福祉教育の 

充実 

施策２ 参加しやすい地域づくり 

基本目標２ 地域をつくる 

～「わがごと」の地域づくり～ 

施策１ 心をつなぐ居場所・交流の場づ 

くり 

施策２ 平時における地域の支え合いの 

推進 

施策３ 災害時における地域の支え合い 

の推進 

施策４ 地域福祉活動への支援 

施策５ 社会福祉法人の公益的な取組の 

推進 

施策６ 外出・買い物支援の推進 

基本目標３ 相談支援体制をつくる 

～「まるごと」の支援体制づくり～ 

施策１ 情報発信と困りごとの早期把握 

施策２ 相談支援体制の充実 

施策３ 権利擁護支援の取組 

施策４ アウトリーチを通じた継続的支 

援 

～引用：大野城市地域福祉計画～ 
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大野城市における地域福祉に関わる主な団体等 

大野城市福祉委員会 大野城市保育所連盟 

大野城市ボランティア連絡協議会 大野城市食生活改善推進会 

おおのじょう 

ボランティアセンター登録団体 

南・中央・東・北地区 

コミュニティ運営協議会 

大野城市障がい者施設団体 

連絡協議会 
NPO法人共働のまち大野城 

大野城市小中学校校長会 大野城子ども劇場 

大野城市シニアクラブ連合会 
男女平等推進センター  

アスカーラ 

大野城市身体障がい者福祉協会 大野城市区長会 

大野城市手をつなぐ育成会 
大野城市 

民生委員児童委員連合協議会 

大野城市母子寡婦福祉会 大野城市議会 

筑紫保護区保護司会大野城支部 大野城市教育委員会 

大野城市子ども会育成会 

連絡協議会 

社会福祉法人 福岡あけぼの会   

みぎわ工房 

春日警察署少年補導員連絡会 社会福祉法人 悠生会 

筑紫農業協同組合 大野城市社会福祉法人連絡会 

大野城市商工会  
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５. 地域福祉活動計画の期間 

計画期間は、２０２４年度（令和６年度）から２０２９年度（令和１１年度）

までの６年間とします。ただし、３年目の２０２６年度には中間評価を行い、社

会状況の変化に即した見直しを検討します。計画の最終年度にあたる令和１１

年度には、次期計画の策定に向けた全体的な総括を行います。 

 

 ２０２４年度 

（令和６年度） 

２０２５年度

（令和７年度） 

２０２６年度

（令和８年度） 

２０２７年度

（令和９年度） 

２０２８年度

（令和 10 年度） 

２０２９年度

（令和 11 年度） 

大野城市

地域福祉

活動計画 

   

 

中間評価 

・見直し 

   

 

【参考】 

「第３期大野城市地域福祉活動計画における市民活動推進計画」 

（令和２年度～令和５年度） 

基本目標 重点事業 

知ることから

始めよう 

⑴働き盛り世代の介護者を支える新たな地域福祉活動の取

組み 

⑵学校と地域をつなぐ福祉教育共同推進事業 

⑶福祉の理解を深めるためのふくしフェスティバルの実施 

人と人とをつ

なげよう 

⑷世代を超えて未来へつながるボランティア活動の促進 

⑸身近な地域のイベントやサロン活動のあり方を考える調

査研究 

みんなで支え

合おう 

⑹マンションと連携した地域づくり 

⑺地域福祉の更なる充実を目指した地域支援者同士の連携

強化 

⑻災害時の助け合いを実現するための見守り体制の構築 

人としての尊

厳と権利を守

ろう 

⑼権利擁護事業の研修会の実施と担い手の拡充 

⑽人生を自分らしく生き抜くためのサポート事業 

  

次期計画策定に向けての準備 
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第２章 

 

ニーズの把握 
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１. ニーズの把握 

『大野城市地域福祉活動における市民活動推進計画』では１０の重点事業に取

組んできました。まずは、第３期（令和３年度～令和５年度）計画の成果および

課題を可視化します。 

また、本計画を策定するにあたり、既存の計画を発展的に継続していくととも

に地域をめぐる現状と市民ニーズの把握をおこないました。その手段として、

「地域福祉の現場で活動している団体等」と「本会職員」の２つの立場からの考

えや、感じていることを本章では抽出しています。 

 

２. 『大野城市地域福祉活動における市民活動推進計画』 
第３期計画の重点事業の成果・課題と今後の取組方針 

 

本計画におけるアクションプランを策定するにあたり、第３期計画の社協が実

施主体として取組んでいる重点事業の成果と課題の検証及び今後の取組方針の

検討を行いました。 

 

基本目標１【知ることから始めよう】 

重点事業(1)働き盛り世代の介護者を支える新たな地域福祉活動の取組 

《成果と課題》 

〇近隣の先進地への聞取り、地

域包括支援センター、居宅介

護支援事業所へアンケートを

取り、働き盛り世代の方々が

直面しやすい課題や、あらか

じめ知っておくとよい事柄を

集めながら協力者を増やすこ

とができました。 

〇新型コロナの影響もあり、企

業・事業所等に出向いての講

座実施案内がしにくい期間が

続き、内部で打合せ案を立て

ては変更することを繰り返し

た。当初の計画どおりに進め

ることはできませんでした。 

 《今後の取組方針》 

○誰もがどこからでも、どの時

間帯でも気軽に視聴できる

YouTubeで、働き盛り世代が介

護が始まる時に直面しやすい

悩みを動画配信していくよ

う、取組を変更してこの計画

を進めます。 

○地域の福祉出前講座『ふーち

ゃんゼミナール』でもニーズ

に合わせた講座ができるよう

準備を進めます。 
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基本目標２【人と人とをつなげよう】 

 

  

重点事業(2)学校と地域をつなぐ福祉教育共同推進事業 

《成果と課題》 

○コロナ禍ではあったが、状況

に応じながらコロナ以前と同

じ回数、福祉を学習する機会

を設けることができました。 

 《今後の取組方針》 

○学校のニーズを把握するとと

もに、地域住民やボランティ

ア、福祉関係者など社会資源

と連携しながら福祉教育を推

進します。 

重点事業(4)世代を超えて未来へつながるボランティア活動の促進 

《成果と課題》 

○学生版ボランティアセンター

（YFH）を立ち上げ、学生目線

でボランティアを共に考えて

いくことで、若者目線でのボ

ランティアを推進していくこ

とに繋がりました。 

○YFH が大野城市の今までとこ

れからについて語り合うトー

クショーに出演し、少しずつ

活動が広がりました。 

 《今後の取組方針》 

○YFH のメンバーも就職などで

の入れ替わりも想定されるた

め、スムーズな世代交代がで

きるよう、伴走的に支援を進

めます。 

○YFHとともに、次世代のメンバ

ーを増やす周知方法をみんな

で話し合いながら進めます。 

○多世代交流として、YFH のよう

な若い世代と長年ボランティ

アを行っている方々との交流

の機会を増やします。 

○若者ならではの発想を最大限

に発揮できるような支援を進

めます。 
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基本目標３【みんなで支え合おう】 

重点事業(5)身近な地域のイベントやサロン活動のあり方を考える調査研究 

《成果と課題》 

○番茶の会を主催するコミュニ

ティ運営協議会の協力を得て

アンケート内容を検討し、70

歳以上のひとり暮らし高齢者

と、主催側へアンケートを取

り、番茶の会の現状と課題を

洗い出すことができました。 

○アンケート集計結果をもと

に、コミュニティ運営協議会

と協議を重ねて目的から見直

し、『高齢者ひとり暮らし地域

交流事業実施方針』を共同作

成することができました。 

 《今後の取組方針》 

○長く課題とされてきた案内方

法や案内する対象者が限られ

ること、年齢など一律の線引

きによって地域交流が必要な

方を案内できないこと、移動

支援などの課題点を協議しま

す。 

○地域で今のニーズに合わせた

新たな地域交流が企画され、

行政・大野城市社会福祉協議

会・専門職種も加わって企画

を支援できる体制づくりを進

めます。 

重点事業(6)マンションと連携した地域づくり 

《成果と課題》 

○市内のマンションの実態を調

査し、連携に向けた方策を研

究しました。 

○福岡県マンション管理士会と

の協定イメージについて意見

交換を行いました。協定締結

に向けた協議を継続していま

す。 

○福岡県マンション管理士会に

講師協力を依頼し、地域の福

祉出前講座『ふーちゃんゼミ

ナール 2023』に「マンション

暮らしのあれこれ」を新規追

加しました。 

 《今後の取組方針》 

○建物の老朽化や入居者の高齢

化による福祉課題などさまざ

まな問題が生じることが予想

されます。管理組合や管理会

社と連携し、入居者の福祉意

識の醸成を図る方策を検討し

ます。 
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基本目標４【人としての尊厳と権利を守ろう】 

 

 

参照【市が実施主体の重点事業】 

 

基本目標１【知ることから始めよう】 

 

基本目標３【みんなで支え合おう】 

 

重点事業(9)権利擁護事業の研修会の実施と担い手の拡充 

《成果と課題》 

○令和 4 年度まで生活支援員養

成研修会を定期的に実施する

ことで、担い手の拡充を図る

ことができました。 

○担い手を拡充できた結果、利

用者増といったニーズにも応

えていくことができました。 

 《今後の取組方針》 

○市民生活支援員の高齢化もあ

ることから、継続して定期的

に生活支援員養成研修会を実

施し人材の確保を目指しま

す。 

○若い力も今後の継続的な権利

擁護事業の展開には必要とな

るため、若い世代が参加をで

きる機会の設定を図ります。 

重点事業⑽人生を自分らしく生き抜くためのサポート事業 

《成果と課題》 

○日常生活自立支援事業の利用

者で生活保護受給中、かつ身

寄のない方を対象とした事業

化はできました。 

○市生活保護の担当課の協力を

得て、身寄りのない方の現状

を確認する機会を設けること

ができましたが、当該事業の

相談までは繋がりませんでし

た。 

 《今後の取組方針》 

○市民向けの啓発の機会を設け

ていくことにより、人生を自

分らしく生きていくためとい

った部分にスポットをあてた

啓発講座を開催します。 

重点事業⑶福祉の理解を深めるためのふくしフェスティバルの実施 

重点事業⑺地域福祉の更なる充実を目指した地域支援者同士の連携強化 

重点事業⑻災害時の助け合いを実現するための見守り体制の構築 
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第 1期大野城市地域福祉活動計画（2024年度～2029年度） 

３.  【ニーズ把握】地域福祉の現場で活動している方々 

ワークショップ 
「ＯＮＯＪＯふくしトーーーク～あったらよかねを考える～」 
 

地域福祉の現場で活動している方々が日頃の活動をとおして感じていることや

考えていることなど、地域のニーズや課題を可視化し、みんなで語り合う『ワー

ルドカフェ方式』のワークショップを開催しました。 

 

（１）目的 

大野城市と大野城市社協では「大野城市地域福祉計画」と「大野城市地域福祉

活動計画」の策定を進めています。計画の策定にあたり、地域福祉の現場で活動

している方々が日頃の活動をとおして感じていることや考えていることなど、

地域のニーズや課題を可視化し、次期計画（本計画）へ反映させることを目的と

しています。 

（２）主催／共催 

社会福祉法人大野城市社会福祉協議会／大野城市 

（３）期日 

令和５年７月１１日（火）１３：３０～１６：００ 

（４）会場 

大野城まどかぴあ 多目的ホール 

（５）参加者の状況 

参加団体 ２５団体   参加人数 ６９名 

 

 

 

 

 

 

  

・大野城市福祉委員会 

・大野城市区長会 

・大野城市議会 

・大野城市商工会 

・大野城市小学校長会 

・大野城市保育所連盟 

・民間企業 

・学習支援教室・かぼちゃ 

（ボランティアセンター登録団体） 

・コミュニティ運営協議会 

・筑紫農業協同組合大野城支店 

・NPO法人共働のまち大野城 

・筑紫地区保護司会大野城支部 

・大野城市ボランティア連絡協議会 

・大野城市民生委員児童委員連合協議会 

・大野城市障がい者施設団体連絡協議会 

・大野城市社会福祉法人連絡会 

・大野城市シニアクラブ連合会 

・大野城市身体障がい者福祉協会 

・大野城市手をつなぐ育成会 

・大野城市母子寡婦福祉会 

・大野城市食生活改善推進会 

・大野城市子ども会育成会連絡協議会 

・大野城子ども劇場 

・大野城まどかぴあ男女平等推進センターアスカーラ 

・春日警察署少年補導員連絡会大野城支部 
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第 1期大野城市地域福祉活動計画（2024年度～2029年度） 

 

（６）ファシリテーター 

 

九州大学大学院統合新領域学府客員教授 加留部 貴行 氏 

 

 

（７）プログラム 

開会あいさつ 大野城市社会福祉協議会 常務理事 合原 佳登理 

オリエンテーション 趣旨説明 アイスブレイク 

ワークショップ 
テーマ①『あなたの大野城の福祉に対する不安は何でしょうか』 

テーマ②『あなたの大野城の福祉に対する期待は何でしょうか』 

ハーベスト 『あなた自身がやってみたい／やれることは何ですか』 

閉会あいさつ 大野城市すこやか福祉部長 若山 純哉 

 

 

【ワークショップの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18グループにわかれ、ワークショップの趣旨や目的を共有し、 

自己紹介をとおしてお互いを知ることから始まりました。 
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テーマ①『あなたの大野城の福祉に対する不安は何でしょうか』 

 

について、各グループで自分の意見や想いを話し合い、模造紙に書き込

みました。 

そしてワールドカフェ方式を用いて、一定の時間が経過した後、各グル

ープ１人がテーブルに残り、他の人は他のグループへ移動し意見交換

を行いました。また、新しく出された意見は模造紙に書き込んでいき、

意見や想いを膨らませていきました。 
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実際の模造紙（不安） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見や想いを一部ご紹介します！ 

テーマ① 『あなたの大野城の福祉に対する不安は何でしょうか』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※原文のまま掲載しています。 

 

まだまだ 
不安なこと困っていること 
たくさんあるんだね～ 

〇 本当に困っている人に福祉が届いているのか 

〇 何か起こったときにどこに相談したらいいだろう？ 

〇 頼りたくてもどこに言えばいいかわからない 

〇 災害の時の避難所障がい者が行くところが少ない 

〇 デジタル化についていけない 

〇 一人になった時誰に頼ればいいか 

〇 新しいボランティア活動する人が少ない 

〇 障がいのある方の親なき後、住み慣れた地域で暮らし続けられない 
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テーマ②『あなたの大野城の福祉に対する期待は何でしょうか』 

 

について、各グループで自分の意見や想いを話し合いました。 

前半と同様にワールドカフェ方式を用いて、たくさんの意見や想い 

共有することができました。 
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〇 気軽に相談できるように民生委員さんに声をかける 

〇 子育てのしやすい町 

〇 若い人の福祉への関わり 

〇 誰もが安心して生活する社会を作る 

〇 ボランティアばかりをあてにしない 

〇 赤ちゃんから高齢者が集える場所ができる 

〇 住民の持つ力や温かさを十分活用してそれを住民に還元して欲しい 

〇 子どもを真ん中に 

実際の模造紙（期待） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見や想いを一部ご紹介します！４ 

テーマ② 『あなたの大野城の福祉に対する期待は何でしょうか』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※原文のまま掲載しています。 

大野城ってこんなにも 

素敵なまちなんだね～！ 

ふーちゃんもうれしい！ 
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ワークショップ前半・後半の内容を踏まえたうえで 

『あなた自身がやってみたい/やれることは何ですか』 

について個人作業をしました。 

その後グループ及び全体で共有を行いました。 
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４. 【ニーズの把握】地域福祉の現場で活動している方々 

福祉事業委員会について 

大野城市社協の専門委員会のひとつに『福祉事業委員会』があります。委員の

皆さまから、何のために計画を作るのか、どこに重点をおいて策定するのか、と

いう計画策定の立ち位置の確認や、計画の構成や表現の工夫、啓発など、毎回活

発な意見をいただいています。 

 

（１）令和５年度福祉事業委員会名簿 （敬称略） 

 氏名  所属 

委 員 長 藤 不二乃 理事 大野城市福祉委員会 

副委員長 陶山 嘉一 理事 大野城市小中学校校長会 

委  員 森 敏江 評議員 大野城市ボランティア連絡協議会 

委  員 佐野 裕 理事Ｒ５.６.２８まで 

社会福祉法人悠生会 
委  員 福田 明希子 理事Ｒ５.６.２９から 

特別委員 藤田 博久 有識者 社会福祉法人福岡市社会福祉協議会 

（任期 令和５年６月２９日から令和７年の決算に関する定時評議員会まで） 

（２）次期計画のための福祉事業委員会開催状況 

日程 主な内容 

令和５年度第１回福祉事業委員会 

令和５年５月２３日（水） 

・次期地域福祉活動計画作成のこれまでの

経緯 

・次期地域福祉活動計画の構成 

アクションプラン 

令和５年度第２回福祉事業委員会 

令和５年７月２５日（火） 

・委嘱状交付 

・委員長・副委員長の選任について 

・次期地域福祉活動計画について 

第１章総論について 

第２章課題の発見について 

ワークショップＯＮＯＪＯふくしトーー 

ーク開催報告 

令和５年度第３回福祉事業委員会 

令和５年１１月８日（水） 

・次期地域福祉活動計画について 

 次期計画全体の概要について 

 第３章地域福祉活動の取組について 
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（３）福祉事業委員からの意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険事業計画にコミュニティの方
向性がはっきり書かれている。そちら
との連動性を見ながら計画を立てるよ
うな視点は要ると思う。 

社協だよりに、社協の役割や取り組み
を載せて、普段は関わりがない方にも
理解促進がされるような啓発が必要で
す。 

計画が文字の羅列になるとボリューム
の多さが目立つ。読み手がわかりやす
いように地図やグラフを入れてはどう
だろうか。 

言葉選びはとても大事だ。例えば外出
手段と移動手段ではイメージがかなり
違う。どちらの言葉が計画に適切か考
えていったほうがよい。 

できていないことを重点事業にあげる
だけでなく、大野城市社会福祉協議会
が元から頑張っている取組を社会的な
背景や機会をうまく捉えて強化してい
くよう、積極的に盛り込んでいけたら
よい。 
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５.  【ニーズの把握】本会職員の日頃の活動のなかで 

ＯＮＯＪＯふくしトーーーク（ワークショップ）にて、地域福祉の現場で活動

している方々が考える課題を可視化しました。ここでは、本会の職員が実務を通

して、大野城市社協として住民ニーズに応えるために日々感じていることをご

紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日々の活動の中で感じていること 

そもそも・・・ 

社会福祉協議会ってなにしてるの？ 
と地域住民から聞かれることがあります。

地域福祉活動について 

 
時代の変化に伴い、組織のあり方を考えないと 

いけないですね。「担い手問題」「期待される役割」 
「実際の活動方法」 

相談先はどこ！？ 

 
相談内容が複雑化・複合化してきていると感じます。 
思いや考えを受け止めてもらえる場所ってどこなの
かな 
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高齢者の独り暮らしでの困りごと 

・移動手段がない、買い物も通院も大変・・・ 
 ひとりだと寂しい。 
・身寄りがない、いても遠くに住んでいる。 
・介護タクシーの値段も高い･･･だめですよね。 
「担い手問題」「期待される役割」「実際の活動方法」 

子育て 

「母子家庭で、一人でなにもかもしないといけない」 
「子どもの居場所がないと大変」 
という相談を受けます 

ボランティア活動 

・ボランティア情報の分散 
・ボランティアの本来の意味ってなんだろう 
・活動がすぐできるように体制をより構築していきたい。 
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第 1期大野城市地域福祉活動計画（2024年度～2029年度） 

６． 【ニーズの整理】 

ワークショップにおける参加者の言葉 テキストマイニング分析結果 

＜不安に思っている＞多く使われた言葉➡大きく表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜期待すること＞多く使われた言葉➡大きく表示されています。 
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第 1期大野城市地域福祉活動計画（2024年度～2029年度） 

 

 

 

 

 

 

●買い物はインターネットができない。スマホもよくわからない 

●高齢者の引きこもりが増えるのでは・・・ 

●頼りたくてもどこに相談したらいいのかわからない 

●高齢者や障がい者、子どものこと、生活困窮、介護・・・いろんな相談をいろ

んな所に行かずに、１つの窓口で受けてほしい 

●近所付き合いが少ない。訪問してもドアを開けてくれない人がいる 

●高齢になると、通院や買い物、地域の行事などに行きたくても、外出が大変。

ちょっとした外出のサポートをしてほしい 

●坂道が多くて、高齢者は大変 

●地域福祉活動者、ボランティア活動者の担い手が見つからない 

●一人になった時、誰に頼ればいいか不安 

●障がい者の親が亡くなった後、(障がい者は)地域でどう暮らし続けられるか 

 

 

 

 

☆自分で育てた野菜が余った時、食に困っている人に届けたいけど、手を上げに

くい人に届けられる方法はあるのか 

☆子どもが安心して過ごせる場所がもっとほしい 

☆グレーゾーンを支える制度は必要 

☆障がい者、高齢者みんなの笑顔があふれる街 

☆助けてほしい人と助けたい人の情報の集約やパイプ役を社協にしてほしい 

☆車がなくなった後、免許を返納した後の交通手段があったらいい 

☆ボランティアの窓口がいっぱいあって、自分がやりたいボランティアの情報

がなかなか見つからない 

☆学生や社会人にもボランティアを経験してもらう 

☆障がい者の高齢化に伴う安定した生活支援 

 

                               

              

 

ワークショップや日々の活動の中で感じたことから 

見えてきた市民ニーズの概要 

●福祉に対する“不安”の意見・想い 

☆福祉に対する“期待”の意見・想い 

これらのニーズをアクションプラン４つの柱へ反映 
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第 1期大野城市地域福祉活動計画（2024年度～2029年度） 

●買い物はインターネットができない。スマホもよくわから

ない 

☆自分で育てた野菜が余った時、食に困っている人に届けた

いけど、手を上げにくい人に届けられる方法はあるのか 

☆子どもが安心して過ごせる場所がもっとほしい 

 

●高齢者の引きこもりが増えるのでは・・ 

●頼りたくてもどこに相談したらいいのかわからない 

●高齢者や障がい者、子どものこと、生活困窮、介護・・・い

ろんな相談をいろんな所に行かずに、１つの窓口で受けて

ほしい 

☆グレーゾーンを支える制度は必要 

☆障がい者、高齢者みんなの笑顔があふれる街 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アウトリーチの徹底 

 １ 

相談・支援体制の強化 

 ２ 

地域づくりのため 

の活動基盤整備 

 ３ 

行政との 

パートナーシップ 

 ４ 

アクションプラン 4つの柱 

●近所付き合いが少ない。訪問してもドアを開けてくれない人

がいる 

☆助けてほしい人と助けたい人の情報の集約やパイプ役を社

協にしてほしい 

●高齢になると、通院や買い物、地域の行事などに行きたくて

も、外出が大変。ちょっとした外出のサポートをしてほしい 

●坂道が多くて、高齢者は大変 

☆車がなくなった後、免許を返納した後の交通手段があったら

いい 

●地域福祉活動者、ボランティア活動者の担い手が見つからな

い 

☆ボランティアの窓口がいっぱいあって、自分がやりたいボラ

ンティアの情報がなかなか見つからない 

☆学生や社会人にもボランティアを経験してもらう 

 

●一人になった時、誰に頼ればいいか不安 

●障がい者の親が亡くなった後、(障がい者は)地域で 

どう暮らし続けられるか 

☆障がい者の高齢化に伴う安定した生活支援 

 

＊アクションプランは本計画の重点的な取組です。具体的な内容は P.41～P.54で紹介しています。 

(出向いて行う支援) 
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第３章 

 

地域福祉活動の取組 
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第 1期大野城市地域福祉活動計画（2024年度～2029年度） 

【地域福祉活動の取組･･･協働する主な団体等の活動紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『向こう三軒両隣～地域で互いに助け合う優しく楽しい地域社会づくり～』 

（活動紹介） 
毎週火曜日に、総合福祉センター
にて小中学生の学習支援を行って
います。様々な理由から、一般の学
習塾に通いにくいお子さんが来ら
れています。学習の半ばで、おにぎ
りなどを提供し、軽食休憩をとって
います。また、年に 1度は課外活動
に出かけ、子どもたちと保護者、ボ
ランティアスタッフの交流を図りま
す。 
 
（ひと言 PR） 
楽しく活動できることを目指して
います。子どもたちも、「かぼちゃ
での勉強は楽しい」と言ってくれま
す。学習支援ボランティア、軽食支
援ボランティアとも、常に募集中！ 

学習支援教室・かぼちゃ 

（ボランティアセンター登録団体） 

（活動紹介） 
・地域住民とともに力を合わせ、
住みよい福祉のまちづくりを推
進する 
・地域の福祉課題に目を配り、実
情の把握に努める 
・地域住民へ必要な生活・福祉に
関する情報の周知に努める 
・地域において福祉活動の協力
者の育成に努める 
 
（ひと言 PR） 
年 4 回総合福祉センターで定例
会やってます！ 

大野城市福祉委員会 

（活動紹介） 
障がい者の方たちと一緒に活動
しています。私たちも学ぶことが
多く、楽しくやっています。 
 
（ひと言 PR） 
ボランティアグループでは仲間を
募集中です。私たちと一緒に活動
しませんか。 

大野城市ボランティア連絡協議会 

大野城市障がい者施設団体連絡協議会 

（活動紹介） 
大野城市内の障がい者施設・団体
で構成する団体です。 
 
（ひと言 PR） 
毎月第 2・第 4土曜日に大野城ま
どかぴあ 1階のギャラリーモール
で「ほっとすぽっとサンサン」を開
催しています。福祉施設で作った
商品や野菜などの販売をとおし
て、障がい者の社会参加の機会を
図ることを目的に活動していま
す！ 
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（活動紹介） 
教育行政における重要事項や基本
方針を決定し、具体の事務を執行
しています。 

大野城市教育委員会 

（活動紹介） 
各小学校において、総合的な学習
の時間を中心に、それぞれの地域
の福祉に関わる学習についてカ
リキュラムを作成し、子どもたち
の関心を高めるとともに、自分た
ちにできることなどを考えさせて
います。 
 
（ひと言 PR） 
下大利小学校には、学校と地域を
つなぐ「きらりネット事務局」とい
う組織があります。コロナ禍が明
け、学校と地域のつながりを再構
築するためにがんばっていただ
いています。 
 

大野城市小学校校長会 

（活動紹介） 
・高齢者の生きがいや健康づく
り、生活を豊かに楽しく。 
・知識や経験を活かして、地域を
豊かに。 
・明るい長寿社会の実現と保健福
祉の向上。 
 
（ひと言 PR） 
年寄りは元気バイ！ 

大野城市シニアクラブ連合会 

大野城市手をつなぐ育成会 

（活動紹介） 
知的障がい児・者の保護者でつく
る団体です。「自分らしく生きるこ
とができる社会を目指す」ことを
基本テーマに取り組んでいます。 
 
（ひと言 PR） 
啓発キャラバン隊「まどか」を昨年
より始動しています。障がい者の
ことをわかりやすく体験を通して
お知らせします。 

『向こう三軒両隣～地域で互いに助け合う優しく楽しい地域社会づくり～』 

（活動紹介） 
大文字まつり、桃寿会、ふくしフェ
スティバル、新年会、運動会、野外
活動、部会活動（視覚、聴覚障が
い）、フタバ会、募金活動（年 3 回）
など 
それぞれ季節に応じてやっていま
す。 
 
（ひと言 PR） 
私達にもこんな力と生きがいをモ
ットーに頑張ってます。 

大野城市身体障がい者福祉協会 
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（活動紹介） 
母子、父子家庭や寡婦の方々が
「明るく安定した生活」を作ってい
くためにお互いに支えあい、励ま
しあっていく団体です。 
 
（ひと言 PR） 
毎週木曜日に開催されている学
習支援教室では、小中学生を中心
に、ボランティアでお手伝いいた
だいている先生の指導の下、志望
校合格率ほぼ 100％で頑張って
おり、教室で勉強した生徒が大学
進学すると、今度はボランティア
で先生として指導していただいて
います。 
 

大野城市母子寡婦福祉会 

（活動紹介） 
罪を犯した方の更生の手助けを
するのが保護司です。保護司会で
は「社会を明るくする運動」もや
っています。街頭啓発や更生保護
の大会、社会を明るくする運動の
作文募集等の活動等。 
 
（ひと言 PR） 
罪を犯した方の更生の際に地域
福祉に繋げる事も多く、保護司会
として地域福祉活動の活発化に
協力していきます。 

筑紫保護区保護司会大野城支部 

春日警察署少年補導員連絡会 
大野城支部 

 

（活動紹介） 
春日署長より委嘱を受け、現在大
野城支部は 2２名、福岡県下では
1,852名（令和 4年 4月 1日現
在）が、少年補導員として活動中。
活動内容は多岐に渡るがおもな
活動は街頭補導活動、見守り活動
である。また各支部の代表者で構
成する月 1回の役員会で、様々な
情報交換を行っている。 
 
（ひと言 PR） 
春日署はもとより、大野城市生活
安全課とも協力し、少年の健全育
成および地域の安全・安心のため
の見守り活動に尽力していきま
す。 

『向こう三軒両隣～地域で互いに助け合う優しく楽しい地域社会づくり～』 

（活動紹介） 
子どもたちの健全育成のため活動
しています。ペタンク大会、子ども
会チラシ発行（全小学校へ配布）、
各地区子ども会研修会等 
（ひと言 PR） 
子どもたちの「生きる力」を地域全
体で育むことが求められていま
す。そのためには各単位子ども会
における子どもたちの自主活動や
社会・自然体験活動が必要となり
ます。支援する育成者や指導者の
役割もますます重要になっていま
す。学校・家庭・地域の相互連携を
推進していくうえで、子ども会が果
たすべき役割や責任を考え、今後
の活動にプラスとなり活性化でき
るよう心がけています。 

大野城市子ども会育成会連絡協議会 
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（活動紹介） 
私たちは食と農の大切さを次代
へつなぎ、安全で安心な農畜産物
の提供に努め地域貢献活動を積
極的に展開し、豊かなくらしと、元
気なふるさとづくりに取組みま
す。 
 
（ひと言 PR） 
地域に親しまれる金融機関を目
指します。 

筑紫農業協同組合大野城支店 

（活動紹介） 
・中小企業、小規模事業者への伴
走型支援 
・新型コロナウイルス対策支援の
経営相談窓口の設置 
・市内商工業者の活性化を図るた
めの諸事業の実施（プレミアム商
品券の発行、産業展の実施等） 
 
（ひと言 PR） 
商工会は便利で安心！ 
事業所のみなさまのお役に立ち
ます！ 

大野城市商工会 

大野城市食生活改善推進会 

（活動紹介） 
地域とのふれあいを深めながら
仲間を増やし、食生活改善を通じ
て地域の健康づくりをすすめてい
る全国組織のボランティアグルー
プです。 
 
（ひと言 PR） 
「私たちの健康は私たちの手で」
をスローガンに、健康寿命日本一
を目指して、かしこい

・ ・ ・ ・

出汁を使っ
て調理を工夫し市民に広げてい
ます。（か…かつおぶし、し…しい
たけ、こ…こんぶ、い…いりこ） 

『向こう三軒両隣～地域で互いに助け合う優しく楽しい地域社会づくり～』 

（活動紹介） 
認可保育園 16園（公立3園、私立
13 園）が加入し、大野城市の子育
て支援を行っている。 
 
（ひと言 PR） 
福岡圏域のベッドタウンとして、子
育て世帯の転入増に伴い、保育園
の需要も増加。 

大野城市保育所連盟 
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（活動紹介） 
・高齢者移動支援「ふれあい号」の
運用 
・買い物支援「ふれあい市場」の運
用 
 
（ひと言 PR） 
区民の安心安全の維持活動 
 

南地区コミュニティ運営協議会 

（活動紹介） 
『中コミ安全部会』は中コミだけの
部会。集中豪雨対策、台風シーズ
ンの強風、大雨による災害を減少
させるための区内点検をしてい
る。用水路、排水路、側溝にごみ
等堆積し、排水を妨害していない
か、倒壊しそうな老朽化家屋、ブ
ロック塀等はないか確認。 
 
（ひと言 PR） 
毎年7月は集中豪雨対策、8月は
台風対策のパトロールを実施し報
告。地域の安全を見守っている。 

中央地区コミュニティ運営協議会 

北地区コミュニティ運営協議会 

（活動紹介） 
コミュニティ活動として 
・福祉研修会、情報交換 
・ケアシステム協議会 
 
（ひと言 PR） 
福祉に関する研修会を実施して
います。また、近年の認知症に関
する研修、勉強会を行っていま
す。 

『向こう三軒両隣～地域で互いに助け合う優しく楽しい地域社会づくり～』 

（活動紹介） 
東コミでは「まちづくり計画」を作
り、その中で高齢者福祉対策につ
いて委員会を立ち上げ、この委員
会で東コミの高齢者福祉対策につ
いて色々と協議を行っています。 
 
（ひと言 PR） 
「安全で安心できる快適な福祉の
東コミ」まちづくり 

東地区コミュニティ運営協議会 
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（活動紹介） 
区民みなさまの安心安全のため
に、日々活動しています。 

大野城市区長会 

（活動紹介） 
「パートナーシップによるまちづく
り」に寄与することを目的とし、地
域の課題解決、まちづくりに関す
る支援などを行っています。 
 
（ひと言 PR） 
4 つのコミュニティセンターを拠
点に、地域の特性を活かしたまち
づくりを頑張っています！「共働
のまち大野城」が大野城市の皆さ
まにたよられる団体になるよう頑
張ります。 
 

NPO法人共働のまち大野城 

（活動紹介） 
性別にかかわらず、個性と能力を
発揮できる社会をめざして、啓
発、支援、相談の事業を展開して
います。 
 
（ひと言 PR） 
多くの団体やグループと連携し、
目標達成をめざして活動していま
す。 

男女平等推進センター 
アスカーラ 

 

大野城市民生委員児童委員 

連合協議会 

（活動紹介） 
子どもから高齢者の方々の福祉
のために、日々活動しています。 

『向こう三軒両隣～地域で互いに助け合う優しく楽しい地域社会づくり～』 

（活動紹介） 
1966 年、子どもたちに豊かな体
験をと願う母親に青年たちの力で
福岡に子ども劇場が生まれ、日本
中に広まりました。私達は舞台劇、
人形劇や芸能を幅広く親子で鑑賞
します。 
 
（ひと言 PR） 
子どもと青年と親達で活動を作り
合っています。乳幼児部ではサー
クル会やぷちらいおんに参加して
もらい、低学年高学年も一緒にな
って活動しています。 

大野城子ども劇場 

大野城市市議会 

（活動紹介） 
大野城市民のみなさんのため
に、日々活動しています。 
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【地域福祉活動の取組】･･･社協アクションプラン 

（地域福祉活動の重点的取組） 

 

国は今後の福祉改革の基本コンセプトとして「地域共生社会の実現」を位置づ

け、社会福祉法等において住民に身近な圏域で、住民が主体的に地域課題を把握

して解決を試みる地域づくりを支援することを示しました。 

全社協としては、地域共生社会の実現に向けた着実な推進を図り、今日の地域

における深刻な生活課題や社会的孤立といった地域課題に応えるため、社協・生

活支援活動強化方針を明記し、あらゆる生活課題への対応と地域のつながりの

再構築を目指す「第２次アクションプラン」を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《全社協「社協・生活支援活動強化方針」～地域共生社会の実現に向けた事業・活動の展開～より一部抜粋》 

この「社協・生活支援活動強化方針第２次アクションプラン」を踏まえ、大野

城市地域福祉活動計画での社協の地域福祉活動の重点的取組として、「つながり 

よりそう これからも」をテーマに掲げ、４つの柱に基づき、大野城市社協アク

ションプランを作成しました。 
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４つの柱 取組（事業名）              (ページ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アウトリーチの徹底 

 １ 

相談・支援体制の強化 

 ２ 

地域づくりのための 

活動基盤整備 

 ３ 

行政とのパートナーシップ 

 ４ 

（１）食の確保隊            (41) 

（２）ふだんのくらしアシストセンター  (43) 

（総合相談窓口） 

 

（３）社会福祉法人と地域とのつながり  (45) 

（４）地域福祉へのいざない事業     (47) 

 

（５）地域における外出手段を 

充実するための事業       (49) 

 

（６）大野城市ボランティア 

・市民活動フロント事業     (51) 

（７）権利擁護事業に関する 

取り組み強化と利用促進        (53) 

大野城市社協 アクションプラン 

テーマ～つながり よりそう これからも～ 

(出向いて行う支援) 
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（１）食の確保隊 

 

背 景 

生きることの基盤である「食」に対する取組は、移動販売やフードパントリー

など徐々に増えてきていますが、住民の方への認知度も生活が困窮されている

方への配慮も十分ではないと感じています。 

住民の方の生活環境も様々であり、本人からのＳＯＳを待つのではなく、赤ち

ゃんのいる家庭や認知機能低下がありながら社会とつながりが持てず困ってい

ることが理解できない方などへのアウトリーチの徹底が必要とされています。 

また、一方では、食品ロスの課題も解消にはほど遠いのが現状です。 

目 的・ねらい 

食を必要とする孤立している方 （々認知機能の低下がみられる方、障がいのあ

る方、学生、子育て世代など）に寄り添い、食を届けていくことで生きる力を引

き出すお手伝いをします。 

主な取組 

〇複数のＳＮＳでの情報発信と反応を確認し、社協内の情報をもとに地域に出

向き地域課題を調査 

〇子育て世代の孤立を防ぐため、地域課題の調査結果に基づき行政区のキーパ

ーソンや主任児童委員と連携 

〇受援力が弱い方に対してはオーダーメイドのアプローチを工夫 

〇訪問介護員（ホームヘルパー）ならではの観察力で、適切なつなぎ先をマネ

ジメント 

〇専門職として単独活動するのではなく、地域住民活動と協働 

 

６年後の姿 

ご近所同士の助け合いで食に困っている人のいない

地域  

アウトリーチ(出向いて行う支援)の徹底 
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大野城市社会福祉協議会の訪問介護員（以下、ホームヘルパー）には、国家資

格である介護福祉士資格保持者が多数在籍しています。 

介護福祉士は、介護に係る知識や技術を習得していることを証明する唯一の国

家資格です。介護業界には認定資格が複数ありますが、介護福祉の専門職である

国家資格は介護福祉士のみです。ホームヘルパーというと家事援助（調理・掃除・

洗濯・買い物など）や身体介護（入浴・着替え・排泄など）のサービスを提供す

る人というイメージが強いと思います。 

しかし、ホームヘルパーは家事援助や身体介護を行う「自宅」において、支援

を受けられる方の生活歴に基づく価値観を大切にしながら、望む生活を継続で

きるよう、代行支援ではなく、生活の自立に向けた支援を重視してきました。 

また、訪問を行う中で観察・コミュニケーションを通し把握した生活課題があ

れば、多職種と連携しながら、組織内連携により解決策を話し合い、利用者さん

が住み慣れた地域で生活を続けていくために必要な環境を整えられるよう尽力

しています。大野城市社会福祉協議会のホームヘルパーは、介護保険制度や障害

者総合支援法における支援業務の中で培った専門的対人援助技術などを地域で

孤立している方への支援として活かしていくことが重要な役割の一つではない

かと考えます。 

ホームヘルパーには、支援する人を支援し、「ケア」を地域の財産にしていく

専門性があります。「食」は、地域福祉活動の最強のツールです。「無縁社会」、

社会的孤立の処方箋という意味合いでは、今後、『共食』の可能性を探っていく

ことも大切だと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント      訪問介護員（ホームヘルパー）ならではの役割 

 大野城市地域福祉計画 基本目標３施策４ 
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（２）ふだんのくらしアシストセンター（総合相談窓口） 

 

背 景 

社会構造の変化の中で社会関係が希薄になり、社協に寄せられる相談も複雑、

多様化してきています。「どこに相談したらいいのか分からない」、「一人になっ

たとき誰に頼ればいいかわからない」「こんなこと相談してもいいのかな」とい

った声も聞こえてきます。相談は課題解決の入り口であり、悩みを一人で抱え込

まず、困った人が声をあげやすい相談の仕組みが必要とされています。 

目 的・ねらい 

・利用しやすい相談窓口を目指します。 

・子どもから高齢者にいたる全ての世代の困りごとに対応できるワンストップ

の相談窓口を目指します。また、「寄附をしたい。使ってほしい。」との地域住

民の未来へつなぐ社会貢献にも対応します。 

・相談をまずは受けとめ、必要に応じ適切な関係機関へとつなぎ、地域住民の不

安や悩み・困りごとの軽減を図っていきます。 

・「孤独・孤立に悩む人を誰一人取り残さない社会」、相互に支え合い、人と人と

の「つながり」が生まれる社会の構築につながる相談支援を目指します。 

主な取組 

〇相談窓口の整備・見える化 

〇夜間・休日相談窓口の開設 

〇相談フローチャートの作成 

〇アウトリーチができる体制の整備 

〇関係機関・社会資源との連携（寄附の寄贈先の情報収集と連携） 

〇ＡＩによる簡易相談・相談受付機能（２４時間対応）の研究 

６年後の姿 

困ったときには、いつでも安心して相談できる場所が
ある、相談できる人がいる！ 
  

相談支援体制の強化 
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ニ
ー
ズ
キ
ャ
ッ
チ 

飼い犬のお世話

ができなくなった 

 

困りごと解決へ！ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ポイント      「ふだんのくらしアシストセンター（総合相談窓口）」 

 大野城市地域福祉計画 基本目標３施策１・２ 

ふだんのくらしアシストセンター（総合相談窓口）とは…

様々な困りごとをワンストップで受けとめ、解決に向けて多種

多様な機関と連携し、制度につないだり、相談者に寄り添い、

伴走しながらともに考えていくことを目指します。 

ニ
ー
ズ
キ
ャ
ッ
チ 

 

公的機関 
 

福祉専門職 
 

多様な機関との連携 
 

地域の助け合い 
 

新たな取り組みの開発 
 

アウトリーチ体制の整備 

  

アシスト 

あの人最近スーパー

で会わないけど 

元気かな 

 

車いすを 

購入したい 

 

車の運転に 

自信がなくなってき

たけどどうしよう 

お米を寄附したい 

 

誰かに 

きいて欲しいな 

子どもの 

遊べる場所を 

教えて欲しい 

 

子どもの泣き声が聞

こえるけど・・・ 
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（３）社会福祉法人と地域とのつながり 

 

背 景 

地域では、担い手の高齢化、障がいや介護といった特定の福祉課題に限らない

悩みがあり、地域課題も複合・多問題化しています。そのような課題を解決する

ためには、児童・障がい・高齢など福祉の専門職がそれぞれの分野を活かし地域

づくりに寄与することが期待されています。また、住民から「どこに相談してよ

いのかわからない！」という声がある中、身近な場所で、些細な悩みや不安でも

気軽に相談できる場所が必要とされています。 

 

目 的・ねらい 

・社会福祉法人と地域が、協働して地域課題の解決を目指し、福祉のまちづく

りに取り組むための環境を整備します。 

・困りごとの解決ができる社会福祉法人間の連携強化を図ります。 

 

主な取組 

〇大野城市社会福祉法人連絡会との連携・協働の推進 

〇地域課題（例：見守りが必要な世帯、複合する課題を抱えた世帯）を地域で

福祉活動する住民の方々と共有 

○介護など専門知識や技術の出前講座の開催 

○社会福祉法人連絡会が連携して行う「よりそい大野城」の相談窓口を地域住

民に周知し、各法人の強みや特徴を活かした課題解決に向けて取組む 

〇地域住民、専門機関、ボランティア・ＮＰＯ団体などと積極的に連携 

 

６年後の姿 

住民と専門職が連携し地域課題を解決する仕組みが

整っている！  

相談支援体制の強化 
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大野城市社会福祉法人連絡会とは… 

 

大野城市内の社会福祉法人間相互の連絡調整、交流、協働、「地域の公益的な

取組」への相互協力等を図り、地域福祉の推進並びに施設福祉の充実・発展に努

めることを目的に、子育て・保育分野、障がい分野、高齢・介護分野など、市内

１６法人が参加しています。(令和５年 11月末現在) 

 

啓発ポスター 

  
 

※『よりそい大野城』は、それぞれの社会福祉法人が窓口となり、福祉や生活に

関するさまざまな相談に対応する取組です。 

  

ポイント      大野城市社会福祉法人連絡会 

 大野城市地域福祉計画 基本目標２施策５ 

基本目標３施策１・２ 
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（４）地域福祉へのいざない事業 

 

背 景 

超高齢化・核家族化が進み、近隣と交流する機会が減少しています。築数十年

が経過したマンションには、ひとり暮らしの高齢者も多く居住しており、地域か

らの孤立など社会的孤立の問題が顕在化しています。地域の支え合いへの期待

が大きくなる一方で、自治会加入率の低下や民生委員・児童委員のなり手不足、

個人情報の壁などの課題に直面しています。向こう三軒両隣運動の推進とご近

所の助け合いの再構築に向け、既存の福祉活動との連携・発展の在り方が問われ

ています。 

「住民主体の原則」に基づいて地域福祉活動の中核を担ってきた社協に対する

期待として、ワークショップ「ＯＮＯＪＯふくしトーーーク」では「助けてほし

い人、助けたい人、情報の集約・パイプ役を社協にしてほしい」という意見があ

りました。 

目 的・ねらい 

 『向こう三軒両隣 ～地域で互いに助け合う優しく楽しい地域社会づくり～』

を目標に、住民が身近な地域活動に主体的に参加し、相互に交流しながら地域の

福祉問題に目を向け話し合いや学び合う場づくりを強化します。 

主な取組 

〇ふーちゃんゼミナールをブラッシュアップし、利用しやすい講座づくり 

〇マンション居住者同士や地域とつながる機会をつくり、その人らしい暮らし

を支えていくための啓発活動 

○社協公式 LINEを活用し、情報発信を強化 

○ボランティア・市民活動フロント事業と連携・連動し、生活課題の解決に向け

た取組の企画・実施 

６年後の姿 

地域共生社会につながるすべての人が参加できる 

活動が広がっている  

地域づくりのための活動基盤整備 
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ふーちゃんゼミナールのブラッシュアップ 

 社協の職員が講師またはコーディネーターとなり地域福祉や在宅福祉、障が

い者支援などをテーマにした出前講座「ふーちゃんゼミナール」を行っています。

他団体との連携や差別化・短時間化などを図りながらより良くしていきます。                 
『ふーちゃんゼミナール 2023』講座内容一覧 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ポイント       「ふーちゃんゼミナール」 

福岡県マンション管理士会など他団体との連携 
           イメージ図 

 大野城市地域福祉計画 基本目標１施策１・２ 

基本目標２施策１・２・４・６ 
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（５）地域における外出手段を充実させるための事業 

 

 背 景 

高齢になっても、今まで暮らしてきた地域で安心して暮らし続けるには、通院、

買い物などに伴う外出が欠かせません。また、ワークショップ「ＯＮＯＪＯふく

しトーーーク」では、「坂が多く高齢者は大変」、「免許返納後の移動手段につい

て」、「移動支援と買い物支援の必要性」など、高齢者の外出や移動についての意

見が多数あげられました。しかし、大野城市でも高齢者は増加しており、気軽に

送迎を頼める人がいなかったり、近所のバス路線の本数が少なかったり、バス停

までの道のりが歩きにくかったりと、外出が不便な地域にお住いの人はたくさ

んいます。また、乗り降りに手助けが必要で、公共交通を使うのが難しい人もた

くさんいます。 

自分で外出することに困難を感じる人たちにも、使いやすくて安全な外出手段

の選択肢を増やすことは、これからの人口減少・高齢社会において、重要な地域

戦略のひとつです。 

目 的・ねらい 

地域における高齢者等の外出手段を確保し、住み慣れたまちで安心安全の豊か

な生活につなげることを目的とします。 

主な取組 

○福祉車両の地域への貸出 

○外出に困難を抱えている高齢者等の外出に関するニーズ調査 

○障がいがある方のリフトカー、ハンディキャブの利用促進 

 

６年後の姿 

外出手段の選択肢が増え、高齢者のＱＯＬが向上して

いる  

地域づくりのための活動基盤整備 
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高齢者の外出とＱＯＬ 

高齢者の外出は、ＱＯＬ（生活の質）に大きく相関していることが知られてい

ます。外出が減ってしまうと孤立する可能性も高まり、不健康になりやすいので

す。そうなると、健常だった高齢者も要介護になったり、要介護の度合いも重度

化してしまう可能性が高まります。健康に影響するのは、肉体的・精神的な要因

だけではありません。孤独・孤立・社会的つながりといった様々な「健康の社会

的決定要因」が大切なのです。 

高齢者が外出をためらう理由 

市の令和４年度介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及び在宅介護実態調査では、

「外出を控えているか」について、市全体で「はい」が２８．７％となっており、

前回調査と比べて１４．３ポイント増加しています。「外出を控える理由」につ

いては、「足腰などの痛み」が３０．６％、「外での楽しみがない」が１３．３％

となっています。「足腰などの痛み」つまり高齢者の足腰の衰えが背景にあるこ

とがわかります。足腰の衰え➡外出頻度の低下➡ＱＯＬの低下➡健康状態の悪

化➡足腰の衰え・・・という、負のスパイラルが深刻なものとして見えてきます。 

リフトカー、ハンディキャブ利用者の声 

・運転できる家族が土日しか休みがないため、土曜日にお借りできれば助かり

ます。 

・高齢の母の通院で利用させていただいておりますが、いつも親切に対応して

いただき感謝の気持ちでいっぱいです。 

・運転手の方はとても優しく、子どもが会えるのを楽しみにしています。 

・前もって予約することが難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント      なぜ高齢者の外出支援が必要なの？ 

 大野城市地域福祉計画 基本目標１施策２ 

基本目標２施策１・２・６ 
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（６）大野城市ボランティア・市民活動フロント事業 

背 景 

ボランティアが、様々な制度・政策（地域福祉、介護、防災、まちづくり、子

育て、教育等）の中で役割を担っています。 

市民や企業がボランティア活動の相談をする窓口が内容別に複数あり、ボラ

ンティアの思いや力が分散されている現状があります。 

活動がマンネリ化していると感じているボランティアが増えています。 

目 的・ねらい 

地域共生社会の理念の共有を図り、幅広い市民の参加を得て福祉のまちづく

りを推進します。 

住民（企業）の“ボランティアをやってみたい・やりたい”思いを、まずフ

ラットに受けとめる窓口を設け、活動情報の提供を行います。 

“やってみたい”“やりたい”思いに寄り添い、ボランティアコーディネータ

ーの専門的視点から自主的活動につなげます。 

地域、各種団体、関係機関、企業のボランティア活動情報の収集と流通を図

り、活動の活性化と力の結集に努めます。 

主な取組 

〇ボランティアエントリーシステムの拡充 

○ボランティア共通登録システムの研究 

○住民、企業のボランティア受付窓口の充実 

○地域、活動団体、NPO 等関係者との連絡会の実施 

○ボランティアコーディネーター研修等の案内 

○ボランティアコーディネーターの養成及びネットワークの構築 

６年後の姿 

ボランティア活動にやりがいを感じ、地域福祉活動の

担い手が増えている  

地域づくりのための活動基盤整備 
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イメージ図：フロント事業と大野城市内ボランティア関連団体の関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ポイント      “やってみたい”を“やりたい！”に 

 

 

 

おおのじょう 

ボランティアセンター 

 

★大野城市ボランティア連絡協

議会登録団体 

★おおのじょうボランティアセ

ンター登録団体・個人 

情報共有・提供 

大野城市ボランティア・市民活動フロント事業 

情報共有・提供 

大野城 

まどかぴあ 

ぴあ 

地 域 

商工会 市民活動

団 体 

NPO 法人 

共働のまち

大野城 

アスカーラ 

ボランティ

ア活動団体 企 業 

 

学 校 

補足：「大野城市ボランティア・市民活動フロント事業」では、「ボランティアをやりた

い！」という思いをまずは受けとめ、活動先につなげる仕組みを構築します。この事業

のなかでは、「ボランティア共通登録システム」を通じ、各種団体とボランティア（活

動をしたい人）に関する情報を共有し、市内全体のボランティア活動の活性化を推進し

ていきます。 

 また、おおのじょうボランティアセンターでは、継続して対面でのボランティア相談

受付のほか、ボランティアエントリーシステムなどを活用し、「“やってみたい…をやり

たい！”に」できるよう、進めていきます。 

  大野城市地域福祉計画 基本目標１施策２ 

基本目標２施策１・２・４・６ 
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（７）権利擁護事業に関する取組強化と利用促進 

 

背 景 

ワークショップ「ＯＮＯＪＯふくしトーーーク」の声として「一人になった時

に誰に頼ればいいか」「障がいのある方の親なきあと、住み慣れた地域で暮らし

続けられるか」と不安の声が上がる中で、住民からは誰もが安心して生活するこ

とが出来る社会を望むといった期待の声があがっています。 

このような不安と期待の声が上がっているように権利擁護事業を必要とする

住民は今後も増加していくことが予測されます。 

成年後見制度、日常生活自立支援事業(P59参照)といったように、制度は整備

されてきていますが、利用がすすんでいない現状があります。 

日常生活自立支援事業と成年後見制度の連携を推進し、成年後見制度の利用を

必要とする人が適切に日常生活自立支援事業から移行できるように連携体制の

強化が求められています。 

目 的・ねらい 

〇行政と連携した権利擁護に関する制度や相談窓口の周知 

〇行政と連携したネットワークの構築 

〇地域支援者や専門職が安心して活動できるためのサポート体制の構築 

〇権利擁護事業における市民参加の機会の拡充 

主な取組 

〇権利擁護に関する制度、相談窓口の広報、啓発 

〇法人後見受任体制の整備、法人後見における市民後見人活用の検討 

〇専門職ネットワークの構築 

〇後見人に対する相談機能の整備 

６年後の姿 

権利擁護に関する認知度が向上し、気軽に相談できる 

 

  

行政とのパートナーシップ 
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成年後見制度が利用されるためには 

〔大野城市における地域連携ネットワークのイメージ図〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：大野城市高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画、第２期成年後見制度利用促進基本計画 

 

大野城市では、令和４年度より成年後見制度に関する相談窓口を市と社協の協

働型にて設置しています。本人に身近な親族等や地域、福祉、医療の関係者が協

力して日常的に本人を見守り、本人の意思や選好、価値観を継続して把握し、必

要な権利擁護支援の対応を行います。 

社協が行う日常生活自立支援事業と成年後見制度との連携を推進し、成年後見

制度の利用を必要とする人が、適切に相談、利用できるように行政とのパートナ

ーシップの構築を目指していきます。 

  

ポイント       みんなで支える権利擁護の輪 

 大野城市地域福祉計画 基本目標１施策１ 

基本目標３施策３ 

【事務局】 中核機関 

すこやか長寿課・福祉サービス課 

社会福祉協議会 

基幹相談支援センター 

民生委員・地域 医療機関 

医療・介護福祉 
関係団体 

銀行・郵便局 

社会福祉協議会 

大野城市 

その他関係団体 

家庭裁判所 

社会福祉士会 

司法書士会 

弁護士会 

地域包括支援センター 

大野城市成年後見 
運営協議会 

親 族 

近隣住民 医 師 

介護サービス事業者 
障がい福祉サービス事業者 

介護支援専門員 
相談支援専門員 

NPO 法人 

本人 後見人等 
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【大野城市社協がおこなっている取組】34事業＋共同募金運動 

事業名称 事業紹介 

寄附受入事業 住民の方々・企業・団体の方々からの一般寄附・指定寄附・物

品寄附・香典返しの寄附受入事業（寄付行為） 

受け入れた寄附は、生活に困っている方、在宅高齢者・障がい

者の方を対象とした支援事業やボランティアセンター運営事

業など社協が行なう福祉事業に活用。 

フードパントリー 食料支援、『ふーちゃんパントリー』 

市内の企業等や個人から寄贈いただいた食料を活用し実施。 

厚生労働省補助事業「子どもの食生活に係る緊急助成」を受

け、取扱が簡単で日持ちする即席麺や缶詰レトルト食品を購

入し支援。 

社協会員推進事業 住民に賛同を拡げ、地域の福祉活動の充実を目指し、行政・区

長・隣組長さんなど住民の協力のもと啓発・推進を進める事

業。 

２８区の行政区に地域福祉活動費として社協会員会費を共同

募金配分金とあわせて交付。 

地域福祉推進事業 １ 福祉委員会活動事業 

各区に福祉委員を委嘱し、情報交換や事例研修を実施。 

２ 地域福祉活動費助成 

28 区の行政区に地域福祉活動助成金として社協会員配分と

共同募金配分金（福祉育成援助）を合わせて交付。 

３ 地域ケア会議へ参加 

高齢者の状況を中心に市（基幹型地域包括支援センター）、

地域、民生委員、福祉委員、各地区地域包括支援センター、

社協がさまざまな情報を共有し、地域での見守り活動や支

援活動を推進することを目的に開催。 

４ 各区の地域福祉推進委員会へ参画 

各地域で定例的に開催されている地域福祉推進委員会（福

祉部会）の会議等で、社協職員は各地域の福祉活動を支援。 

５ 各地区コミュニティ福祉部会へ参画 

各コミュニティで定例的に開催される福祉部会の会議で、 

社協職員は各コミュニティの地域福祉活動を支援。 

６ 民生委員児童委員連合協議会活動との協働・助成 

民生委員児童委員連合協議会は、民生委員法及び児童福祉

法に基づき要援護者の見守り等、各区の福祉委員とともに

地域福祉のキーパーソンとして活動。 

社会福祉協議会の心配ごと相談（無料法律相談）・生活福祉

資金貸付・学校における福祉教育など協働。 

民生委員児童委員連合協議会へ助成（共同募金配分） 

７ ふーちゃんゼミナール 

  社協職員の講座や地域の方、当事者の方、専門職の方が 

講師として民生委員研修・公民館・学校などで福祉講座を開 

催。 
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８ 法外援護対策 

大雨や台風接近時、業者から組布団を借入し、公民館に避 

難者の受け入れ状況を確認し、布団の貸出。 

９ コミュニケーションマージャン貸出状況 

各区で行われているミニデイや、各団体のレクリエーショ

ン等で、仲間づくりや特に男性の参加者をもっと増やすこ

とを目的に、コミュニケーションマージャン(２セット)を

貸出。 

10 （仮称）認知症地域見守り訓練    

  地域の施設、住民の皆さんを巻き込んだ模擬認知症声か 

け訓練の実施。 

11 「区長と社協との懇談会」  

わがまち大野城市の地域共生社会をめざして伴に地域福祉

を推進することを目的に、区長と社協との懇談会をコミュ

ニティごとに実施。 

12 大野城市民総ぐるみ防災訓練への参画 

  社協から実行委員会に参画し、当日職員も訓練に参加。 

社会福祉法人のネット

ワークの構築 

分野が違う複数の社会福祉法人で構成している社会福祉法人

連絡会を中心に、情報交換と相互連携・協働による地域貢献活

動の取組を実施。 

広報事業 １ 「社協だより（ふくしんぼ）」の発行 

市内の市民・企業を中心とした幅広い福祉情報を掲載した

「社協だより（ふくしんぼ）」を年 4回発行。 

２ ホームページ等による情報発信 

社協の活動、関係団体の活動、災害支援（全社協 被災地支

援・災害ボランティア情報等）を随時更新し、発信。 

３ ＳＮＳを活用した情報発信 

X（旧 Twitter）、Facebook、LINE、YouTubeで社協 

の活動や災害ボランティア情報等タイムリーな情報を発 

信。Instagramでは子育て支援に関する情報を発信。 

リフトカー運行事業 著しく歩行が困難で車いす等を利用している人や、寝たきり

の状態で既存の交通機関を利用することが困難な人に対して

リフトカー2台を運行。 

福祉バス運行事業 地域福祉団体がミニデイや福祉推進委員の視察研修、福祉団

体の各種イベントやスポーツ大会への参加、先進地の視察研

修などに際の運行。 

福祉用具貸出事業 在宅生活のための車いすや電動ベッドを必要とするが、介護

保険制度を利用することができない場合、また認定待機期間

に、車いすと電動ベッドの短期間貸出し。小学校の福祉教育、

団体活動への車いすの貸出。 

福祉用具リサイクル事

業 

不要になった利用可能な電動ベッドや車いすなどの福祉用具

を必要としている方に紹介。 

ハンディキャブ貸出事

業 

ハンディキャブを利用することで障がい者や高齢者の外出を

増やし孤立を防止するため、車いすを利用している人や車い

すを利用しないと外出が困難な人に、車いすに乗ったまま乗

車できる軽自動車（ハンディキャブ）の貸出。 
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高齢者福祉対策事業 大野城市の高齢化率は、22.2％（令和 5年３月末現在） 

１大野城市シニアクラブ連合会の活動の支援・助成 

２地域でおこなわれる高齢者サロン、ミニデイなどへの地域

福祉活動費助成（社協会員配分と共同募金配分） 

身体障がい者福祉対策

事業 

当事者組織と連携を図り、ハンディを持つ人たちの社会参加

をサポートしながら、当事者団体が企画する事業や運営の支

援や情報提供。 

１翔んでふれあって（大野城市障がい者大運動会） 

２重度障がい者社会参加事業 

３大野城市身体障がい者福祉協会への支援・助成 

事業の実施における活動支援と助成（共同募金配分金） 

４大野城市障がい者施設団体連絡協議会 

一員として連絡会開催など事務局を担当 

知的障がい児者福祉対

策事業 

ふれあいの旅は、ハンディのある人とボランティアが一緒に

時間を過ごすことでお互いの成長につながる旅である。１泊 2

日で秋に実施してきたふれあいの旅だが、新型コロナウイル

ス感染症をきっかけに、令和２年度からは日帰りの旅を実施。 

１大野城市手をつなぐ育成会への支援・助成 

団体の活動支援をおこなうととも、活動費の助成（共同募金配

分）。 

子育て支援事業 大野城市に転入して間もない親子や、子育てに悩む親の支援、

居場所や仲間づくりを支援するサークル登録、保育所への遊

具設置など、子育て時期の不安や孤独を軽減し、親と子どもた

ちが安心して過ごせる場を提供 

１ 子育て支援事業（サークル登録） 

  総合福祉センター利用料免除及び福祉バスの利用や遊具 

の貸出などの支援、子育てサークル活動費を補助（共同募 

金配分） 

２ 「子育てサークルだより」の発行 

  地域のサロンや、登録サークルの活動内容や市内外の子 

育て支援に関する情報などを発信。 

  ＜配付先＞登録サークル 4団体、コミュニティセンター、 

アスカーラ（まどかぴあ）、市役所こども未来課、子育て支 

援課、大野城心のふるさと館、ファミリー交流センター、れ 

いわ子ども情報センター、福祉委員、コミュニティ福祉部 

３ 保育所に遊具等の助成 

私立保育所へ毎年１ヶ所遊具等を助成（共同募金配分金） 

４ 遊具の貸出状況 

社協に登録している子育てサークル及び各区公民館で開催 

される子育てサロンへ遊具の貸出。 
５ Link～子育て支援つながろう会(子育て支援者関係構 
築)日ごろ子育て支援活動をされる方々が、活動の思い・悩
みを語り合い、情報交換や顔のみえる関係構築につながる
ことを目的に実施。 

児童青少年福祉対策事

業 

１ 大野城市子ども会育成会連絡協議会への助成 

（共同募金配分） 

２ 保護司会への助成（共同募金配分） 
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学校における福祉教育 １ 福祉教育教材「ともに生きる」活用推進 

小学校へ希望調査を行い、小学校３・４年生を対象に配布 

し、福祉教育教材を基本とした授業を実施。 

２ 学校における福祉教育 

小学校と地域・当事者・施設などの連携による、ともに学 

ぶ福祉教育を実施。 

３ 福祉教育基礎研修会 

教職員へ専門の大学教授等を講師に、小中学校の福祉教育

の必要性研修を開催。 

４ 大野城市福祉教育推進校の共同事業  

福祉教育推進校（1期 2年）を市内の 10小学校の中から 

１校を教育委員会・校長会で選定。福祉教育教材「ともに 

生きる」を活用したプログラムを学校・市・社協の三者で取 

り組んでいる。 

母子父子福祉対策事業 ひとり親家庭の相談に対する支援(母子会会議での助言や活

動支援等) 

１大野城市母子寡婦福祉会への活動支援・助成（共同募金配 

分）。 

２団体主催のひとり親教育資金勉強会へ講師として参画。 

介護者支援事業 高齢者等の介護をされている家族を対象に、介護者同士のつ

ながりをつくる日帰りのリフレッシュ事業（介護者のつどい）

などを開催。 

 

ふくしフェスティバル 公募による市民実行委員会形式で、住民の福祉についての関

心を高め、理解を深めることを目的として福祉啓発イベント

を市と共催で実施。 

ボランティア活動推進

とボランティアセンタ

ー運営 

１ ボランティア活動相談・コーディネート 

 ※コーディネートを行ったボランティア活動の主な内容 

切手整理、学習支援、手話、子育て支援、高齢者との懇談、

不登校児支援・施設へコーディネート（高齢者施設、放課後

等デイサービス、レクリエーション、傾聴ボランティア、三

味線、フルート、沖縄民謡、ひょっとこ踊り、手品 他） 

２ ボランティアエントリーシステムの運用  

ホームページから簡単に申込ができるようなツールとし 

てのシステム構築し、ボランティアの募集を気軽に参加で 

きるボランティア活動メニューの企画。 

３ ボランティアセンター登録事業 

総合福祉センター１階のボランティアセンターを拠点に活

動しているボランティアグループの支援を行うとともに、

ボランティアセンターはボランティアの集まり・交流の場

として、なくてはならないスペースであり、コピー機や大型

プリンターは各種団体や地域の利用も増えている。また、ボ

ランティア連絡協議会に対し、ふれあいの旅等において協

働するとともに、活動への助成（共同募金配分金）。  

 

４ Young Free Helper（通称 ＹＦＨ） 

学生目線のボランティア活動について考えるため、小学生 
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を対象としたレクリエーションイベントを企画・実施。 

運営委員：学生８名 

５ ボランティアセンター運営委員会 

ボランティアセンターの運営状況、企画などを協議。 

運営委員（４名）：民生委員経験者、ボランティア連絡協議

会、障がい者施設団体連絡協議会、有識者各１名 

６ボランティアのつどいの開催 

テーマ型ボランティアと地縁型ボランティアが集う情報交 

換交流会を開催。 

（ボランティア登録団体交流が前身 H19～） 

7 被災地での災害ボランティア活動希望者への情報提供・コ 

ーディネート。 

大野城市民の方々で被災地においてボランティア活動を 

希望される方の情報提供や、ボランティア保険の手続き・ 

被災地での注意すべきアドバイス等を実施 

８ 声の広報 

目の不自由な方や寝たきりの方を対象に録音 CDをお届 

け 

市の広報･･･青年団体連絡協議会が担当 

社協だより（ふくしんぼ）･･･朗読の会「文鳥」が担当 

季節のたより『紙飛行機』、希望図書等･･･朗読の会「文鳥」 

が担当。当事者の方の近況確認のため、社協担当職員が 

自宅にお届け。 

被災地支援活動 被災地に職員を派遣し、災害ボランティアセンターの運営や

ニーズ調査などの支援、大野城市社会福祉協議会では、被災地

の応援を市民に啓発し実施 

１ 東北応援の旅・熊本応援の旅・朝倉応援の旅などの実施 

２ 被災地応援「福島県応援ショップ」の運営支援 

総合福祉センター１階ロビー福島県応援ショップの休日・ 

夜間の「相馬きゅうり」購入要望に応え、１階ロビー自動販 

売機を設置し販売。 

社会福祉援助技術現場

実習受け入れ 

将来の福祉従事者を育成する一環として、各学校からの実習

生の受け入れ、実習内容は大野城市社協の事業全般にはじま

り、介護サービス（訪問介護、訪問入浴）実習、地域活動の現

場等、様々なカリキュラムを企画し実習を実施。 

総合相談事業 地域住民の悩みを一緒に考え、よりよい解決策をさがし、問題

解決を図るため、弁護士による「心配ごと相談」、社協職員に

よる「ふくし何でも相談」を開催。総合福祉センター、コミュ

ニティセンターなどで開催。 

日常生活自立支援事業 社会福祉法に基づき、認知症の方、知的障がい者、精神障がい

者の方で判断能力が不十分なため日常生活が困難な方に対し

て、自立した地域生活が送れるよう、社協の生活支援員が福祉

サービスの利用や日常的金銭管理、書類等（預貯金通帳）の預

かり等をサポート。生活支援員養成研修会を開催。 

法人後見事業 １ 成年後見運営委員会の開催 

２ 成年後見制度利用促進基本計画策定及び中核機関として 

参画 
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ライフレスキュー事業 社会福祉法人の公益事業として県下で進められている生活困

窮者等に対する相談・支援事業である「ふくおかライフレスキ

ュー事業：主管福岡県社会福祉協議会等」に参加し、権利擁護

事業の拡充。 

市内の加入社会福祉法人及び市の関係部署とも連携を図りな

がら、緊急を要する人への食材支援、ライフラインの復旧など

の経済的援助（現物給付）を実施。 

死後事務事業 生前の権利擁護とあわせ、亡くなられた後の権利擁護、また亡

くなった時の心配、不安を軽減させるための事業。 

介護サービス事業 ＜介 護 保 険 事 業＞指定居宅介護支援事業 

指定訪問介護事業 

指定訪問入浴介護事業 

＜総  合  事  業＞訪問型サービス国基準 

＜地域生活支援事業＞移動支援 

訪問入浴サービス事業 

＜障がい福祉サービス＞居宅介護 

重度訪問介護 

行動援護 

同行援護 

＜市 受 託 事 業＞乳児家庭全戸訪問事業 

（こんにちは赤ちゃん訪問事業） 

＜制 度 外 事 業＞ほっとサポート 

生活福祉資金貸付事業

(県社協受託事業) 

１各種福祉資金相談・貸付受付 

２臨時特例つなぎ資金相談・貸付受付 

３就学・就労資金相談・貸付受付 

特例貸付相談支援事業

(県社協受託事業) 
償還必要となる世帯の継続的な相談支援実施 

大野城市生活支援体制

整備事業(市受託事業) 

生活支援体制整備事業は、これからの高齢者福祉対策の重要

な施策を実施 

１ 大野城市生活支援体制整備第 1層協議体（もやいネット 

大野城）事務局 

２ 第２層協議体へ参画 

大野城市地域福祉活動

計画 

大野城市地域福祉活動計画の作成。 

第１期は令和６年（２０２４年）から令和１１年（２０２９

年）の６年間の実施計画。大野城市地域福祉活動における市

民活動推進計画を引き継ぎ、市・社協それぞれの役割を新た

な視点と皆さまのご意見を反映し作成。 
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【配分割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同募金会大野城市支会共同募金配分要綱 共同募金比率一覧より 

 

 

  

💛 赤い羽根共同

募金運動 

市民のみなさまをはじめ多くの方々にご協力頂いた共同募

金運動は、地域の福祉活動費や福祉団体への助成、社会福祉協

議会が行なう様々な福祉事業に活用。 

啓発企画として赤い羽根共同募金フォトコンテストを開催 

2８地区福祉活動費 
コミュニティ福祉活動費 

介護者のつどい 
福祉用具貸出 
子育て支援 
緊急災害支援 
広報啓発 
福祉教育推進事業 他 

シニアクラブ連合会 
身体障がい者福祉協会 
手をつなぐ育成会 
子ども会育成会連絡協議会 
保護司会 
私立保育所連盟 
子育てサロン事業 
母子寡婦福祉会 
食生活改善推進会 
戦没者遺族会 
民生委員児童委員連合協議会 
ボランティア連絡協議会 
区長会 
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第４章 

 

進行管理 
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進行管理 

 

まず、社協の担当部署による進捗状況の確認と業務評価を行ったうえで、「地

域福祉活動計画評価委員会」に諮り、第三者による進捗管理と事業評価を行って

いきます。 

 進捗管理と事業評価にあたっては、計画（Plan）、実行（Do）、評価（check）、

改善（Action）という PDCAサイクルを確立し、効果的な事業推進を図っていき

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉活動計画評価委員会】 

 

この地域福祉活動計画の期間は６年間とし、３年目を中間年の振り返りと評

価を行う年とします。振り返り時に、地域福祉に関連する法の施行、政策の動向

への対応を含め、必要があると認められる場合には、計画の変更やその他必要な

措置を講じることとします。 

 

 

 

  

委員の構成 地域住民や福祉関係団体、学識経験者等で構成する 

地域福祉活動計画 

評価委員会 
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社会福祉法人大野城市社会福祉協議会 

大野城市地域福祉活動計画評価委員会要綱 

 

令和 6 年 4 月 1 日 

（目的） 

第 1 条 大野城市地域福祉活動計画（以下「計画」という。）の進行管理等をおこなうため、

大野城市地域福祉活動計画評価委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所管事項） 

第 2 条 委員会は、次に掲げる事項について意見を提供する。 

（１）計画における進捗管理と事業評価に関する事項 

（２）大野城市地域福祉活動計画の推進のために必要な事項 

（組織） 

第 3 条 委員会は、１０名以内の委員をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げるもののうちから、大野城市社会福祉協議会長が委嘱する。 

（１）学識経験を有するもの 

（２）次の職あるいは所属にあるもの 

区長（1 名）・民生委員（1 名）・福祉委員（1 名）・知的障がいを持つ当事者又は家族（1 名）・

社会福祉法人連絡会（1 名）・地区地域包括支援センター（1 名）・ボランティア団体（1 名）・

共働のまち大野城（1 名）・大野城市役所（1 名） 計９名 

（３）前各号に掲げるもののほか、大野城市社会福祉協議会が必要と認めるもの 

（任期） 

第 4 条 委員の任期は、計画の最終年度末までとする。ただし、再任を妨げない。 

（委員長および副委員長） 

第 5 条 委員会に委員長および副委員長を各 1 名置く。 

２ 委員長・副委員長は、委員会委員の互選とする。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

（会議） 

第 6 条 委員長は、委員会の会議を招集し、その議長となる。 

（庶務） 

第 7 条 委員会の庶務は、大野城市社会福祉協議会において処理する。 

（その他） 

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、大野城市社

会福祉協議会の規定によるものとする。 
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アクションプランの各事業ごとの目標と評価方法 

 事業名 目標（６年後の姿） 評価方法 

(１) 食の確保隊  ご近所同士の助け合いで

食に困っている人のいな

い地域 

 

  

各区の福祉情報や SNS による食のお困り世帯

情報をもとに直接アプローチして支援を行

い、地域活動とつながることで、ご近所同士の

助け合いが進んでいると捉える。 

➡直接支援から地域活動へつながった件数で

評価する。 

＜評価数値目標＞ 

 

＜１００％＞ 

＜評価数値算定方法＞ 

アウトリーチし直接支援した件数① 

地域活動につながった件数② ［算式②／①］ 

(２) ふだんのくらし

アシストセンタ

ー（総合相談窓

口） 

困ったときには、いつでも

相談できる場所がある、相

談できる人がいる！ 

イベントなどの際に無作為アンケートを行

う。 

➡アンケート調査結果で評価する。 

＜評価数値目標＞ 

 

＜ ６０％ ＞ 

＜評価数値算定方法＞ 

アンケートにてアシストセンター相談窓口を

知ってる人①、 

アンケート総数②      ［算式①／②］ 

(３) 社会福祉法人と

の地域のつなが

り 

住民と専門職が連携し地

域課題を解決する仕組み

が整っている！ 

社会福祉法人とともに地域の福祉関係者の意

見を伺いながら仕組みを整える。 

➡仕組みの進捗状況で評価する。  

＜評価数値目標＞ 

 ＜１００％＞ 

＜評価数値算定方法＞ 

仕組みの完成を 100とし、進捗状況で採点。 

(４) 地域福祉への 

いざない事業 

地域共生社会につながる

すべての人が参加できる

活動が広がっている  

地域で福祉を学び合う機会を増やし、地域の

福祉活動につないでいく。 

➡学び合う場への参加者数と地域の福祉活動

への参加者数で評価する。 

＜評価数値目標＞ 

 

＜８０％＞ 

＜評価数値算定方法＞ 

学び合う場への参加者数① 

地域活動の参加者②    算式②／① 
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 事業名 目標（６年後の姿） 評価方法 

(５) 地域における外

出手段を充実す

るための事業 

外出手段の選択肢が増え、

高齢者のＱＯＬが向上し

ている 

 

  

地域における高齢者等に対し、従前の社協移

送サービスとともに地域に福祉車両の貸出を

行い、外出機会につないでいく。 

➡福祉車両貸出の増加と利用アンケートによ

る評価の程度で評価する。  

＜評価数値目標＞ 

福祉車両貸出増加件数 

＜６年間で３０件＞ 

アンケート高評価 

＜９０％＞ 

＜評価数値算定方法＞ 

現行の貸出件数が 6年間で 30件増加を目標。 

月次にて増減管理をおこなう。 

利用者アンケート① 

アンケート高評価②    ［算式②／①］ 

(６) 大野城市ボラン

ティア・市民活

動フロント事業 

ボランティア活動にやり

がいを感じ、地域福祉活動

の担い手が増えている 

“やってみたい”ボランティアの受付（エン

トリーシステム・フロント）をおこない、地

域や市民活動団体の活動につなげていく。 

➡ボランティア受付（エントリーシステム・

フロント）者数とつないだ件数で評価する。 

＜評価数値目標＞ 

受付者とつながった件数 

③＜１００％＞ 

 

ボランティアとやりがい 

⑥＜１００％＞ 

＜評価数値算定方法＞ 

ボランティア受付者数① 

活動につながった件数②［算式②／①］＝③ 

 

ボランティアアンケート総数④ 

やりがいを感じる件数⑤［算式⑤／④］＝⑥ 

(７) 権利擁護事業に

関する取組強化

と利用促進 

権利擁護に関する認知度

が向上し、気軽に相談でき

る 

イベントなどの際に無作為にアンケートを行

う。 

・アンケート調査結果で評価する。  

＜評価数値目標＞ 

権利擁護を知っている 

＜６０％＞ 

気軽に相談できるところ

を知っている    

＜１００％＞ 

＜評価数値算定方法＞ 

アンケート総数① 

権利擁護を知っている② 

気軽に相談できるところを知っている③ 

算式 ②／① ・ ③／② 
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【計画作成に参画いただいた方々】      

 

大野城市やすらぎのまち市民協議会 

令和５年１０月１日現在（敬称略） 

 

大野城市社会福祉協議会 専門委員会 福祉事業委員会 

令和５年１０月１日現在（敬称略） 

職  名 氏  名 団 体 名 等 備 考 

委 員 長 藤  不二 乃 大野城市福祉委員会 会 長 

副 委 員 長 陶山  嘉 一 大野城市小中学校校長会  

委   員 福田 明希子 社会福祉法人悠生会 事務長 

委   員 森   敏 江 大野城市ボランティア連絡協議会 副会長 

特 別 委 員 藤田  博 久 
有 識 者 

（北九州市立大学非常勤講師） 

福岡市 

社協 

職  名 氏  名 団 体 名 等 備  考 

会 長  加 留 部  貴 行 学識経験者 
九州大学大学院 

客員教授 

副 会 長  岩 瀨  典 子 
大野城市民生委員児童委員 

連合協議会 
 

委  員 中 村  博 巳 大野城市区長会 
南ヶ丘１区 

区 長 

委  員 岩 田  茂   
大野城市民生委員児童委員 

連合協議会 
 

委  員 野黒美 キミ子 大野城市福祉委員会 元福祉委員 

委  員 新 屋  敬 
大野城市障がい者施設団体 

連絡協議会 
 

委  員 見 城  眞由 美 
大野城市ボランティア 

連絡協議会 
事務局長 

委  員 山 﨑  加 奈 
大野城市東地区地域包括 

支援センター 
管理者 

委  員 井 上  博 人 市民公募委員  

委  員 洋 見  晶 子 市民公募委員  
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大野城市社会福祉協議会 理事会   理事 12 名 監事 2名 

令和５年１０月１日現在（敬称略） 

 

 

  

職 名 氏   名 推 薦 母 体 

会 長 楠 林  義 治 筑紫農業協同組合 

副 会 長 永 野  元 生 大野城市区長会 

副 会 長 齊 藤  裕 治 大野城市民生委員児童委員連合協議会 

理 事 鬼 塚  春 光 大野城市シニアクラブ連合会 

理 事 花 田  稔 之 大野城市商工会 

理 事 陶 山  嘉 一 大野城市小中校長会 

理 事 井 上  康 弘 大野城市身体障がい者福祉協会 

理 事 藤     不二乃 大野城市福祉委員会 

理 事 福 田  明 希 子 社会福祉法人 悠生会 

理 事 野 田  和 彦 大野城市ボランティア連絡協議会 

理 事 髙 田  惠 子 大野城市食生活改善推進会 

常 務 理 事 合 原  佳 登 理 識見を有する者 

監 事 原 田  康 男 大野城市商工会  

監 事 佐 藤  義 廣 識見を有するもの 
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大野城市社会福祉協議会 評議員会  評議員 18名 

令和５年１０月１日現在（敬称略） 

職  名 氏   名 推 薦 母 体 

評 議 員 村 田   寛 大野城市区長会 

評 議 員 妹 尾  洋 子 大野城市民生委員児童委員連合協議会 

評 議 員 萩 尾  幸 紀 大野城市シニアクラブ連合会 

評 議 員 原   一 郎 大野城市商工会 

評 議 員 黒 木  與 士 朗 大野城市身体障がい者福祉協会 

評 議 員 中 野  久 美 子 大野城市福祉委員会 

評 議 員 森   敏 江 大野城市ボランティア連絡協議会 

評 議 員 川 端  宏 子 大野城市食生活改善推進会 

評 議 員 石 川   茂 大野城市役所 

評 議 員 森    和 也 大野城市議会 

評 議 員 髙 木 秀 和 筑紫保護区保護司会大野城支部 

評 議 員 角   光 枝 春日警察署少年補導員連絡会 

評 議 員 橋 口  清 美 大野城市子ども会育成会連絡協議会 

評 議 員 赤井田  八千代 大野城市手をつなぐ育成会 

評 議 員 平 井  源 樹 大野城市教育委員会 

評 議 員 髙 橋  香 奈 大野城市保育所連盟 

評 議 員 江 頭  大 樹 社会福祉法人 福岡あけぼの会 みぎわ工房 

評 議 員 田 口  富 恵 大野城市母子寡婦福祉会 
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地域福祉活動作成に協働いただいた 

大野城市における地域福祉に関わる主な団体等 

 

筑紫農業協同組合 大野城市区長会 

大野城市 

民生委員児童委員連合協議会 
大野城市商工会 

大野城市福祉委員会 大野城市食生活改善推進会 

大野城市ボランティア連絡協議会 大野城市小中校長会 

大野城市シニアクラブ連合会 大野城市教育委員会 

大野城市身体障がい者福祉協会 大野城市議会 

大野城市手をつなぐ育成会 筑紫保護区保護司会大野城支部 

大野城市母子寡婦福祉会 春日警察署少年補導員連絡会 

大野城市子ども会育成会 

連絡協議会 
大野城市保育所連盟 

社会福祉法人 悠生会 
社会福祉法人 福岡あけぼの会   

みぎわ工房 

大野城市ボランティアセンター 

登録団体 

南・中央・東・北コミュニティ 

運営協議会 

NPO法人共働のまち大野城 大野城市社会福祉法人連絡会 

大野城市まどかぴあ 

男女参画平等推進センター  

アスカーラ 

大野城子ども劇場 
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持続可能な開発目標（SDGs）とは 

2015 年の 9 月 25 日－27 日、ニューヨーク国連本部において、「国連持続可能な開発サミット」
が開催され、150 を超える加盟国首脳の参加のもと、その成果文書として、「我々の世界を変革
する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」（英語・日本語(外務省仮訳）)が採択されまし
た。 

 

２０３０年をめざし、 

 

   

 

 

推進してまいります。 

 

 

 

大野城市社会福祉協議会 作業部会職員 

氏 名 所    属 職    名 

髙 原  信 治 事務局次長 地域課長兼務後半リーダー 

山 内  友 香 地域課 地域・団体支援担当 係長 

永 田  貴 大 地域課 地域・団体支援担当 主査 

石 本  明 日 香 地域課 地域・団体支援担当 主事 

小 川  一 行 地域課 相談支援担当 主査 

飛 松  真 生 地域課 相談支援担当 主事 

金 丸  龍 彦 総務企画課 課長 前半作業リーダー 

井 上   修 総務企画課 法人後見・地域ケア会議室長 

橋 川  美 加 総務企画課 主査 

＜資料編作成日：令和５年１１月２１日＞ 

  

https://www.unic.or.jp/news_press/info/15790/
https://sdgs.un.org/2030agenda
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/000101402_2.pdf


 

73 

 

第 1期大野城市地域福祉活動計画（2024年度～2029年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        発行日：令和６年（2024年）３月３１日 

発 行：社会福祉法人大野城市社会福祉協議会 

〒816-0934福岡県大野城市曙町２丁目３−２ 

【連絡先】代表０９２－５７２－７７００ 

【事務所】平日８：３０～１７：００ 

■二次元コードご紹介■ 

  

          

 

 

  

 

 

 

 

                   

公式ライン   

インスタグラム Ｘ YouTube 

ホームページ 


